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今
日
の
經
濟
學
の
內
容
を
爲
せ
る
諸
雛
の
問
題
は
其
起
源
を
零
ね
れ
ば
十
«

く
、
人
間
の
社
#
生
活
の
最
初
の
時
代
に
溯
る
こ
と
が
出 

來
る
し
、
又
一
宛
の
體
系
的
學
說
と
し
て
の
經
濟
學
の
歷
史
を
顧
れ
ば
、
其
誕
生
は
十
八
世
紀
の
中
葉
に
起
っ
た
佛
國
の
茁
農
學
派
又 

は
英
國
の
71
?

典
學
派
に
ま
で
11
1

す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
が
、
然
か
も
今
日
尙
ほ
理
論
經
濟
學
に
確
固
た
る
定
說
の
見
出
さ
る 

、
に
茧
ら
ぬ
次
笫
は
、
揪
間
一
般
か
ら
#

:

く
認
め
ら
れ
た
る
琪
實
で
あ
.
る
。

嘗
て
は十：：

典
學
派
が
其
當
時
の
文
明
諸
國
を
風
靡
し
た
觀
が
あ
っ
た
が
、
其
後
暫
く
に
し
て
獨
逸
に
起
っ
た
歷
史
學
派
の
反
抗
に
遭 

遇
す
る
や
忽
ち
其
牙
城
の
一
角
を
切
崩
さ
れ
、
古
典
學
派
は
歷
史
學
派
の
P1
:

盛
の
爲
に
®

時
沈
默
の
形
で
あ
っ
た
。
而
し
て
十
九
世
紀 

.

細
濟
，棋
の
’心
理
的
個
人
主
義
的
雜
礎 

.
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れ
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產
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と
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く
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i

音
非
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I
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一
f

見る

I

r

^

i t
n

xr
J

n

 

て
ぁ
る
。、
言

^
 

二
十
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於
て
は
、
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I
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I

I

I
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I

“

ロ
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見
|

と
は
容
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と
で
は
|

ま
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。
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斯
る
狀
|

|

|
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|

す
|

裏

は

す
“

 

大̂
に
？

へ
き
で
I

か

そ

れ

荽

他

Q
1
1
§

に
於
て
何
人
I

心
f

し
む
I

足
る
f

 

■

が
未
だ
可 

人

丨

な

て

赢
i

、
皇
つ
て
f

ぬ
と
.

い
ふ
こ
I

意
味
す
る
も
の
と
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

於
て
硏
究
せ
ん
f

 

?

フ
マン

の
理
論
は
實
I

鋳

I

す
る
不
滿
から坐れ

た

も

の

で

I

。
リ

⑴
し
て
日く、

「

余
は
、

從
來
の
理
論
の
不
完
全
な
る狀

態
に
就
き
、實
に
二
十
餘
年
の久しき

S

つて
1

を

I

加
へ
i

f

f

信
じ
て
居
つ
た
の
で
i

:

後
に
至
。

、

M

i

 

ゆる

I

P

見
y

u

u

u

j

i

f

i

i

l

i

i

i

。其處であら 

n

l

w

u

n

 

I

Iて、說
明し、經
窗
論
の
統
一
的
體

I

到
達
せ
ん
李

f

いふ任務と

“

首

へ

ォ

ラ

て

あ

る

o」

c

s

と
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察
す
る
と
同
濺
に
.
：

.■
て
べ
ー
ム
•パ
グ
ェ
ル
ク
'•

ク
ラ
ー
ク
> 

シ
ル
ン
ベー

ク
ー
、
ゥ
牛
1

ザ
ー
等
の
縈
#

を
、
：否
な
從
來
の
全
所 

得
論
、
並
に
現
今
の
經
濟
理
論
の
浓
礎
全
體
を
ば
一
種
の
好
奇
心
を
以
て
冏
顧
す
る
様
な
時
代
が
來
る
こ
と
は
確
で
あ
る
し
a

ac
-

G

と
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學
說
史
を
振
返
つ
て
見
れ
ば
、長
苹
丹
に
1|
1

れ
る
論
爭
の
|

1

に
ー
一
種
の
根
本
的
對
立
が
あ
る
こ
と
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
と
考
へ
る
。 

其
中
の
一
づ
は
ff
i

#

論
上
に
於
け
る
生
觀
主
義
と
溶
觀
生
義
の
對
立
で
あ
P

、
又
他
め
一
つ
は
方
法
論
上
に
於
け
る
所
謂
る
社
#
的
觀 

察
法
と
仳
人
主
義
的
氍
察
法
の
對
立
、
換
言
す
れ
ば
姐
會
的
原
則
と
個
人
的
原
則
と
の
對
立
で
あ
るo

此
區
分
は
素
ょ
U

勿
論
相
對
抗 

す
る
ニ
つ
の
湖
流
を
觅
方
に
依
つ
て
名
稱
を
變
ぇ
た
.

の
で
は
な
い
。
前
素
の
對
立
と
^
^
の
對
立
と
の
問
に
必
然
的
な
論
理
的
關
聯
が 

.

あ
る
奪
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
大
體
に
於
5

渡

1

上
に
於
て
丰
i

義
を
採
f

Q

は
方
法
論H

於
て
、
個
人
、義
的
出
發
點
を 

取
り
、
之
と
反
對
に
客
觀
生
義
の
偾
値
論
を
採
刖
す
る
も
の
は
社
俞
的
觀
察
法
を
探
用
し
て
居
る
。
限
界
效
/I
J

學
派
は
前
激
の
立
場
を 

代
表
す
る
最
も
荷
力
な
る
學
派
で
あ
り
、
社
會
主
義
の
經
濟
學
說
ゃ
社
會
的
法
的
學
派
の
學
說
は
前
漭
に
反
對
し
て
後
容
を
採
れ
る
極 

端
な
る
一
派
で
あ
る
。
此
對

立
は
.大
體
に
於
，て
經
濟
學
說
史
を
支
配
し
て
居
る
と
は
い
ふ
も
の
.4、

何
れ
の
學
說
も
必
ず
何
れ
か
の
一 

派
に
常
に
立
淄
つ
て
居
る
と
い
ふ
が
如
き
嚴
重
な
意
味
で
經
濟
學
见
を
支
配
し
て
屈
る
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
十
1-
4

典
學
派
は
其
純
粹 

な
る
形
の
下
に
於
て
は
溶
觀
主
義
の
惯
値
論
と
個
人
主
義
の
出
發
點
と
を
採
用
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
限
界
效
il
j

學
派
の
影
響
を
受
け 

て
現
れ
た
る
所
謂
る
折
攻
學
派
は
マ

1シ
ャ
ル
や
デ
ィ
？
ソ
エ
ル
に
見
ら
る
、
如
く
價
値
論
に
於
て
主
観
主
義
と
妥
協
し
つ
k

あ
る
。 

又
限
报
效
用
學
派
は
社
會
中
：義
學
說
或
は
社
會
的
觀
方
法
の
義

Q

影
響
の
卞
に
、
例
へ
ば
、
ァ
モ
ン
'
 

オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ダ
に
於
て 

見
ら
る
'

如
く
、
社
會
的
前
提
の
1|
1

要
性
を
認
識
し
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
0

:

經
濟
學
の
心
理
的
個
人
主
義
的
戡
礎 
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訌
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三
田
學
會
雜
誌
、
第
二
六
卷
九
號
拙
稿
參
照O

'

、

ニ
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經
濟J
の

心

理

的

解

釋

.

と
I

y-
l

H

O

は
M

のi

論
1

「

徹
鹿
的
に
心
理
的
丨
個
人
主
義
的
I

上
に
立
て
ら
れ
た
る
、
統
一
的
綠
合
的
霞」

i

 

)

 

勺
p

u

i

u

 

"

 

I

的
i

人
、■

的
I

」

と
は
何
で
ぁ
る
か
が
先
づ
問
題
と
I

彼
は
最
初
に
於
て
證
に
I

 

I

象

I

I

と
を
原
別
す
る
。
科
學
の
對
象
を
概
念
的
に
造
す
I

に
は
、
其
前

，
顏

て

S

H

ら
.

此
經
驗
的
に
知
ら
れ
た
I

f

一
定
の
論
理
的
原
則
の
下
I

 

一

i
t
u
r

 

.

慕
の
經
驗
的
對
象
を
統
一
的
に
理
解
す
る
此
論
理
的
原
則
、(

？

フ
マ
ン
は
、
、、、
r

ノ
ス
f

、、へ
レ
グ
3
 

J

 

一
 

n

ii
d

て
プ
を
同
一
料
の
.

原
W

上

d
e
n
l
p
r
i
n
c
i
p
"

と
呼
ん
で
居
る)

こ
そ
は
經
濟
擧
の
對
象
I

特
こ
也
の

I

の
對
浚 

と
區
別
し
て
經
_

|

象
と
し
て
特
微
付
け
I

も
の
で
t

從
つ
て

又

そ

れ

は

f

 
w

 

人
、義
的
基
礎
を
示
す
所
の
.

も
の
で
な
け
れ
ば
I

ぬ
。 

'

マ
、
の
,

i

 

B

一
 

F
 

u
. 

o

. 

w

s-I
e
i
t
u
n
g
.

 

S
.

 

4
_

’ ふ

デ
ィ
.丨
'

ル
，'

、y.T
l

ト
;̂
.
7,

マ
ン
1C

見
>

0

が
如
き
社
會
的
觀
念
|(
:
.

對
立
.
せ
し
め
、''
,

之
.
.を
私
經
濟
的
と
い
.

ふ
言
葉
と
同
義
'̂

解
釋
し
て
居
る
：
0 

即
ぢ
.日

く「

所
く
し
，て
、.
其
自
體
に
於
て
.
心
理
的
な
る
經
濟
の
现
象
は
、
其
法
的
規
律
と
は
全
く
無
關
係
に
社
會
的
性
質
を
帶
'び
た
现 

象
.
に
爲
る
の
.

で
あ
る
'°
'

此
_
法
的
規
徐
た
る
や
、
社
#

的
性
質
と
は
密
接
.
に
關
聯
し
て
居
る
に
は
相
違
な
い
が
併
し
、
科
學
的
認
識
の
全 

く
別
微
の
概
霧
に
屬
ず
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
心
理
的
現
象
が
人
肋
相
五
問
の
關
係
を
呼
び
起
す
の
で
あ
つ
て
、
其
論
理
的
統
一
的
特
. 

徵
.は
、
或
る
外
部
的
の
も
の
V

例
へ
ば
對
象
物
た
る
物
質
的
財
貨
と
か
或
は
又
法
的
規
律
の
如
き
.
も
の
に
#

す
る
の
で
は
な
く
、.
苔
 々

沉
特
に
經
濟
的
と
名
付
げ
る
所
の
.

、
考
量
の
特
殊
性
に
在
る
，の
で
あ
る」

(

同
書
五
〇
頁)

。

.

.

■

其
處
で
此
.

「

考
量
の
特
殊
性」

と
ば
何
で
•
あ
る
が
が
問
題
に
爲
る
。
彼
は
先
づ
從
來
の
多
數
の
：學
蕃
が
、
人
間
の
欲
望
に
變
す
る
財
貨
. 

の
存
在
鳘
の
稀
少
性
に
經
濟
の
發
生
‘

の
极
據
を
認
め
た
こ
と
を
指
摘
し
、
之
を
以
て
誤
れ
る
物
質
的
數
置
的
解
釋
な
り
と
し
て
居
る
。

#
祀
量
を
限
ら
れ
て
居
，
る
の
は
此
等
の
物
質
的
財
貨
で
な
く
て
之
を
獲
得
す
る
爲
の
人
間
の
勞
働
力
で
あ
る
。「

若
し
も

人
間
の
勞
-働
力. 

が
限
宛
ざ
れ
.

て
居
ら
办
と
す
れ
ば
ノ
外
界
の
大
多
數
の
；物
品
は
無
限
に
多
ft
に
供
給
せ
：ら
れ
る

で
あ
ら
ぅ
し、

之
に
依
る
菩
々
の
欲
望 

の
：滿
见
は
益
.

，.
-

:

元
全
に
.

爲
る
で
あ
ら
ぅ
。
吾
人
は
勿
論
、
此
人
即
の
勞
働
カ
を
ば
數
量
的
に
.

解
釋
し
、
人
|1
1

]

の「

勞
働
力」

の
增
加
に
一 

依
.
つ
で
.

勞
働
力
の
K

定
が
改
善
せ
ら
れ
る
と
考
へ
て
は
な
ら
ぬ
、
丨
丨
此
處
に
經
濟
の
物
質
的
丨
數
箭
的
解
櫸
一
切
の
不可能

性
の
究

.
 

盘
の
极
源
が
存
す
る
の
.

で
あ
る
、
究
竟
の
费
川
は
勞
.

働
ヵ
又
は
勞
働
時
!]
-
1
1で
は
な
く
ー
丨
外
的
財
貨
の
.供
給
に
結
汉
付
い
て
居
み
所
の 

不
快
感
、
：努
力
で
あ
’

つ
.
'
.て
"
そ
れ
は
少
く
と
も 

一
，M

點
に
達
し
た
る
後
は
枪
大
し
て
行
く
.
も
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
は
：
：
結
局
外
界 

の
對
象
.

の
荷
限
な
.

る
、て
と
に
依
存
す
る
の
で
な
く
、
菩
々
の
勞
働
能
カ
の
有
限
な
る
と
と
、.
增
大
.

す
る
所
の
勞
苦
に
：
.•
依
#

して
^

 

る
の
■

で
.

あ
る」

(

同
書
七
.

六
丨
七
七
©

:

..

. 

* 

. 

'

バ
斯
雜
な
立
場
か
ら
リ
ー
フ
マ
ン
は
經
濟
現
象
の
物
質
性
を
桀
て
\

經
濟
の
本
質
は
犁
に
人
[1
1

]
內
心
の
心
理
的
考
量
の
み
に
在
る
と
考 

純
消
學
.

の
心
！j.

的
個
人
主
義
的
雜
礎
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=

1

1 1

>

n

f

 

b

 

I

屋

、
如
ち
獲
将
せ
ら
る
べ
き
效
f

超
越
す
る
に
至
る
、
斯
く
の
：如
く
し
て
吾
々
丈
、
固
勺 

っ
.
r

f

f

l

"

こ
と
の
な
い
、
，全
く
別
筒
の
經
濟
の
解
釋
に

到
達
す
る
、經
濟
は
'

S

着

I

 

解
f

 

I

 

で
、

f

 

I

 深

く

倉
 

I

、

t

月

妾

認

I

の
で
|

」

|

七
七
5

「

此
考
|

依
っ
て
I

さ
れ
、
_

な
方
法
^

u

i l
^ l
l

經
濟
行
f

呼
ぶ
、
此
行
爲
が
何
i

係
す
る
か
は
無
I

f

る
。
其
目
的
は
欲
望
滿
足
で
ぁ
る
、

依
存
す
f

f

征
服
す
る
こ
と
に
非
ず
し
て
、素

に

在

り

、1

.

1

る
の
で
I

而
し
て
I

I

 

數̂
I

I

物
質
的
に
解
す
べ
き
で
i

か
ら
、

.

着
達
す
る
手
f

亦
決
し
て
、
|

馨

“
な 

f

技
f

i

l

s

解
せ
I

攀

篇

I

で
も
な
く
、
そ
れ
は
結
局
心
理
的
概
春
翁
所
の
I

f

ぁ
り
、
 

そ̂

H
r

r

 

f

は
經
濟
的
に
之
I

f

名
づ
け
る
。
而
し
て
|

概
|

麗
的
な
心
理
的
解
f

_

_

_

_

顏

1

 

i

H

I

及
的
最
大
の
效
用
過
剰
、
即
ち
享
樂
を
得
る
目
的
を
以
て
、
效
州
と
费
爪
と
を
對
立
せ
し
め
盱
つ
之
を
比
較
す
る
こ
と
に
往
る
S

同
書 

I 

ニ〗

1

}「

經
濟
的
原
則
は
之
を
純
粹
に
經
濟
的
に
解
釋
す
れ
ば
：
：：
評
惯
概
念
と
し
て
の
效
'

;1
]
と
费
用
と
の
對
立
、
快
感
と
不
快
感 

と
の
對
立
に
作
す
る
。
然
か
も
此
處
に
問
題
と
な
る
の
は
極
大
限
の
問
題
、
.

技
術
上
の
.極
大
限
で
な
く
經
濟
上
の
極
大
限
の
問
題
.で
あ 

る
、
即
ち
可
及
的
僅
少
の
费
用
を
以
て
可
及
的
多
火
の
'̂

用
-

莩
樂
を
獲
ん
，と
す
る
欲
望
の
滿
足
に
就
て
論
ず
る
の
で
あ
る」(
同
書
一I 

八
一
頁)

と
。 

.

彼
は
效
用
と
費
用
と
を
共
に
心
理
的
概
念
と
す
る
ことに

依
つ
て
經
濟
的
と
技
術
的
と
の
區
別
を
す
る
？
效
用
と
費
诏
と
を
物
質
的 

數
簠
的
に
解
釋
す
る
こ
,

.

は
結
局
兩
箸
の
比
較
を
ば
技
術
的
行
爲
た
ら
し
む
る
も
の
で
あ
つ
て
、
リ
ー
フ
マ
ン
に
據
れ
ば
、
從
來
の
經 

濟
學
衆
の
多
數
は
斯
る
技
術
的
解
釋
を
以
て
經
濟
を
定
義
し
得
る
と
考
へ
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。

费
;[
■
)

と
效
;!
■
]

の
比
較
は
確
に
經
濟
の
本
質
を
爲
ず
も
の
で
あ
り
、
其
心
理
的
解
釋
は
經
濟
を
技
術
と
區
別
す
る
茁
要
な
制
限
で
あ
る 

が
、
此
史
義
丈
け
で
は
特
に「

經
濟
的」

の
特
質
は
示
さ
れ
ぬo

リ

ー

フ

マ
ン
に
據
れ
ぜ
之
を
表
龙
す
る
爲
に
に
は
页
に
ニ
つ
の
制
限 

が
必
要
で
あ
る
。
北
ハ
ー
つ
は
此
效
川
と
费
if
}

の
比
較
が
經
濟
的
原
則
に
從
つ
て
行
は
れ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
最
少
の
手
段
を 

以
て
最
大
の
效
银
を
得
る
と
い
ふ
原
則
に
從
つ
て
行
は
れ
る
と
い
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

リ
ー
フ
.

マ
ン
は
此
制
限
丈
け
で
は
滿
足
.

せ
ぬ
、
蓋
し
此
原
則
に
從
つ
て
心
理
的
に
快
感
と
不
快
感
と
を
比
較
す
る
と
い
ふ
丈
け
で
は
、
 

特
に
、經
濟
的
な
る
現
象
の
み
が
杣
象
せ
ら
れ
る
と
は
限
ら
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
旣
に
，デ
ィ
ー
ッ
ェ
ル
や
フ
ィ
リ
ッ
ポ
ヴ
i

ア
が
巧 

に
.指
摘
せ

4

如
く

§

}

經
濟
的
原
則
は
羅
竟
す
る
に
人
間
の
理
性
の
原
則
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
つ
て
、
縱
令
ひ
心
理
的
に
解
せ
ら
れ
て 

も
、
そ
れ
は
確
に
特
に
經
濟
的
な
行
爲
を
遙
に
•

超
へ
た
、
範
園
の
廣
い
領
趟
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
正
に
リ
ー

フ
マー
 

ン.
自
身
が
仞
示
レ
て
^

る
如
く「

余
の
奪
€

#

-1
}

に
際
し
て
、.
太
陽
が
余
の
顔
を
照
す
時
に
；、
余
は
、.
恐
ら
く
、
立
上
つ
て
^
を
下
げ 

經
濟
擧
の
心
现
的
侧
人
主
義
的
掸
礎 

六
I

 

S

一
 

六



經
濟
.

學
の
、ル
理
的
個
人
—

的
驻
礎

六
六
0

、-『
『

山ヽ
<

1

0

る
1

;

或
f

太
陽
が
其
位
f

代
へ
.又
は
雲
太
陽
I

I

で
待
つ
可 

1

1

、
I

て
ガ
タ
く
嗚
|

の
|

め
や
ぅ
か
、
或
は
寧
ろ
や
か
ま
し
い

ふ 
I

P

i :
H

”

 

I

の
f

ょ
る
もC

ち

ご
.

r

 

r

 

t

f

不
I

と
を
I

.

せ
し
め
1

然
も
そ
れ
が
馨
の
最
大
な
る
も
の
I

、

i

の
f

 

t

も
Q

I

ん

孝

募

力

を

伴
.

ふ
I

は

鑛
|

論

|

。
け
れ
ど
も
‘

更

は
i

き

，f

 

‘ 

^

•'
r

f

行爲であるとかいふてとを語る

こ

とは出來ぬ。

」
(

同
、ニ

'

一.一一頁

)

. 

I

参
沒
と
力 

••
.

.
里

.三田

^
會雜誌、第二十六卷四號、拙稿參照。

. 

. 

.

衣

則

I

l

f

 

t

l

經
濟
的
I

f

の
と
、
經
濟
的
證
た
る
I

着

I

n

 

ば 
|

|

_

|

|

| 1
:

マ
ン
は
此
證
於
て
、多
數

Q

I

間
の
比
較
と
單

一
Q

I
Q

比
f

の
相
管
持
つ
て

^

;

i

l

係
し

I

鐘

の

か

I

 
一
 

f

 

.

して

f

、吾人は

、

I

I

I 

こ
：とは

.
p

!

o全。

經
濟
卜
れ
!：

].
|
>
(] <
^

\

の
孤
立
|

行
爲
|

て
は
、
菩人は

そ
れ
が
經
濟
的
で
ぁるか何ぅ#

ふ

的
は
經
濟
的
温
に
依
る
總
體
的
I

I

足

で

ぁ

る

。

何

濟

的

任

務

で

は

な

く

、

行

爲

の

同

へ
こ
と
、
一
而
し
て

.
其
麗
の
程
度
に
從
つ
て
造
す
る
こ
と
、
そ

を

經

濟

的

素

H
Q
I

 

,

r <
一
 

切
の
需
要
を
鬚
す
る

つ

く

の

處

分

は

經

濟

で
は
な
ぃ
。
恶

し

余

が

冲

现

つ

C1
.
ブ

A
に
一
っ
一
つ

の

選

擇

的

行

爲

、

'1

i

l

類

の

も

|

ば
ぅ
|

塞

ゃ̂

^

^

;

；̂

決

心

し

I

f

、

命

矛

i
て{.K.

レ

力

と

い

2
-I
C
爾

餘I

切

の

需

要

滿

足

に

1

對
す
る
此
需
耍
の
滿
足
の
關
係
は
最
早
や
問
題
と
爲
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
若
し
も
余
が
、
一
日
休
憩
す
る
こ
と
は
、
余
の
平
素
の
勞
_

 

を
遂
珩
す
る
乙
と
ょ
り
、

一
曆
大
な
る
效
川
を
余
に
與
へ
る
と
判
斷
し
た
場
合
に
、.
余
が
、；..其

1

日
の
休
憩
時
問
を
ば
或
は
散
笫
に
或
. 

は
訪
問
に
ノ
若
し
く
は
或
書
物
の
翻
讀
等
に
其
何
れ
に
之
を
州
ふ
べ
き
か
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
、.
そ
れ
は
最
早
.

や
經
濟
で
は
な
い
。， 

何
故
か
と
い
ふ
に
、
此
因
的
か
將
た
或
は
他
の
從
來
の
目
的
に
其
時
間
を
使
用
す
べ
き
か
に
就
て
は
旣
に
決
宛
し
て
仕
舞
っ
て
居
る
か 

ら
で
あ
る」

(

同
書
二
八
四
頁)

 

，

.

リ
ー
フ
マ
ン
の
此
一
節
は
菩
人に

當
然
次
の
如
き
疑
問
を
生
ぜ
し
む
る
で
あ
ら
ぅ
。

ー.
體「

總
體
的
需
耍
1_
と
は
何
か
、「

經
濟
的
計 

畫

J

と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
。
唯
*「

一
っ
丈
け
の
需
耍
で
な
く
爾
餘
一
切
の
欲
望」

と
は
何
を
指
す
の
か
。
.又
此
の「

一
切 

の
欲
望
を
顧
爐
し
、
典
砌
虛
の
程
度
に
從
っ
て
狄
宛
す
る」

と
い
ふ
.こ
と
が
經
濟
の
計
畫
性
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
畢
竟
多
數 

.

の
欲
望
を
比
較
し
合
つ
て
#

最
も
强
き
も
の
を
取
上
げ
る
と
い
ふ
こ
と
、
如
何
に
相
違
す
る
の
で
.

あ
る
か
。
又
經
濟
の
計
畫
性
と
い
ふ 

條
件
に
依
っ
て
上
記
の
例
の
如
き
も
の
ゝ
み
を
經
濟
か
，ら
除
外
し
得
る
に
.1
!

-

ま
る
で
あ
ら
ぅ
か
0

否
な
、
上
記
の
條
件
と
此
例
と

の.
間
に
艰
し
て
.
{

元
.全
な
論
理
的
關
係
が
兄
出
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
か
'0,

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

此
等
の
疑
問
を
解
く
爲
に
は
先
づ
第
一
に
總
體
的
需
要
と
い
ふ
こ
と
の
意
味
を
知
ら
.ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
處
で
總
體
的
需
要
の
滿
足
と 

い
ふ
意
味
を
ば
彼
は
別
の
箇
所
で
次
の
檨
に
說
明
し
て
思
る
、「

經
濟の

！！！ I

的
は
心
理
的
な
る
も
の
、
即
ち
財
貨
の
量
と
い
ふ
觀
念
に
依 

っ
-

て.
瓰
き
代
へ
ら
る
、
こ
と
.

の
出
來
ぬ
所
の
需
耍
滿
觅
で
#

る
0

何
故
か
と
い
へ
ば
、
そ
れ
は
總
體
的
の
需
要
滿
足
を
主
眼
と
す
る
も 

の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

:

.

:

此
總
體
的|

而
要
に
對
す
る
投
费
は
、
犠
牲
と
し
て
不
快
感
と
し
て
感
受
せ
ら
れ
、
そ
れ
ぐ
の
效
艰
と 

比
較
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
犧
牲
又
は
不
快
感
を
最
も
合
目
的
的
に
分
配
す
る
こ
と
が
經
濟
的
任
務
で
あ
る
。
經
濟
と
い
ふ 

こ
と
を
論
ず
る
に
當
っ
て
.

は
常
に
謂
は
V

、
比
例
的
癱
锆
を
造
り
伐
す
:^
と
又
は
極
端
に
異
な
れ
る
種
々
の
欲
望
に
對
す
る
投
费
を
最 

.經
辨
氓
の
心
碑
的
姻
人
主
誇
的
芘
礎 

六
六 

一

0

ニ
六
七〕



鸫
濟
擧
の
心
邛
的
個
人
ホ
義
的
茈
礎

け

量

則

■

 

f

l

i

i

f

 

I

I害

の
で
あ
る」

(

同
書
一1

八

料

！

”
 

H

r

I

I

て
初
i

す
れ
ば
爾
I

l

f

 

I

.

と

む

;

象
で
あ
る
|

|

明
言
I

こ
と
が
出
來
る
。
：
一
つ
の
同
じ
行
爲
は
そ
れ
が
I

的
で
あ
る
こ
と
I

f

そ
ぅf

i
r

の’
み
、
響

す

れ
 

I

 

l

i

i

f

、

H

 
だ

 

u

i

n

 

る
の
i

f

れ
I

I

馨

一

八

唐

「

獲
得
f

 

I

B

5

^

1

=

i

:

l

論

p

l

r

i

■

亀

 

p

l f
u

.

的
と
か
l

i

、M
n

人
I

行
爲
f

ん
と
す
る
I

」

、
|

ぐ
.

^

& -
3

多̂

„

_

^

ら

ぅ

取
.

に
殺
體
的
-
^
か
計
截 

づ
K

應
じ
て
囊
4

大

な

a
r 
i

遇
ぎ
«

.
 

e

e-
1

-

m

t ^

a
u
l兴
效
用
の
餘
剩

原
則
と
解
す
れ
ば
、
之
が
爲
に
何
等
の
制
限
を
も
蒙
る
こ
と
は
無S

で
あ
ら
う
。
蓋
し
各
人
は
理
性
の
あ
る
限
り
、
.it

ハ
許
す
範
阐
の
先
.
. 

見
に
從
.

つ
て
、
最
小
手
段
の
原
則
又
は
最
大
效
用
の
原
則
を
守
ら
ん
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

註
三

リ
ー
ブ
マ
ン
は
或
^

所
で
總̂

的
需
要
の
^

味
を
時
間
的
に
考
磁
し
得
る
限
り
の
期

|1
1
)

に
'

於
け
る
全
需
要
3

い
ふ
意
味
に
解
し
て
店
る 

.

機
で
‘
あ
る
。

即
ち
日
く「

旣
に
ゴ
ッ

セ
ン
が
言
つ
て
尻
る
様
に
、
.

『

人
間
は
其
金
生
涯
の
享
樂
の
總
額
が
最
大
ミ
爲
る
様
に
努
力
す
る
も
.

.

.

の
で
あ
る』

換
言
す
れ
ば
、
ゴ'
•ッ
セ
ン
の『

享̂

^

の
様
に
、•
經
濟
計
蜜
の
i

を
I

涯
に
苴
ら
し
む
る
程
擴
張
せ
ぬ
•

«

し
て
も
、

. 

'

經
濟
計
篑
が
許
す
限
り
、
即
ち
晋
々
が
现
に
知
れ
る
如
く
、
褪
々
な
る
效
1|
]

ミ
费
川
ミ
が
相
7/
:

に
锻
立
せ
し
め
ら
る
、
限
り
、
人
诏
は
. 

.

费
)I
J

W

比
較
せ
る
效
用
の
總
額
、
即
ち
收
益
の
總
額
が
最
大
e

爲
る
機
に
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
し
ミ
。(

同
戴
、
ニ
九
五
丨
六
：
8

 

然
る
に
リ
ー
フ
マ
ン
に
在
つ

て
は
、
.此
合
理
主
義
の
原
則
は
心
理
的
に
解
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

人
|-
!
|
]
の
.行
爲
に
關
す
る
純
然
た
る 

形
式
的
.

の
原
則
に
對
し
て
一
定
の
心
璉
的
內
容
が
與
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
るC

 

.否
な
リ
ー
フ
マ
ン
は
之
を
心
理
的
に
限
宛
し
た
と
考 

へ
て
居
る
の
.

で
あ
る
。
艰
し
て
然
ら
ば
敢
て
問
は
ん
。
此
心
理
的
內
容
は「

經
濟
的
計
畫
I—

に
依
つ
.

て
如
何
に
限
宛
せ
ら
る
、
の
で
あ 

る
か
、
之
に
依
つ
て
何
が
除
外
さ
れ
、
何
が
確
宛
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
.

か
。

」

夜
|{
1

]

、
ガ
タ
く
鳴
る
所
の
扉
を
閉
め
る
可
き
か
、
或
は
之
を
放
遛
し
て
安
臥
の
快
を
食
る
可
き
か
は
芷
に
總
體
的
需
要
滿
足
に
關 

係
が
無
い
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
か
。

一
日
を
休
憩
H

に
選
ん
で
或
は
散
歩
に
或
は
請
書
に
之
を
费
す
こ
と
は
經
濟
的
訐
畫
に
影
響
が
_ 

無

S

と
斷
言
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
彼
は
別
の
論
據
か
ら
此
疑
問
に
答
へ
て
届
る
。

.
E

 

く
'-
.

ー.
脐
精
確
に
觀
察
す
れ
ば
、
經
濟
行
爲
と 

い
ふ
言
葉
は
、
.

一
一
次
的
、.
派
生
的
な
言
葉
で
あ
る
。
結
局
、
經
濟
的
と
い
ふ
の
は
满
に
述
べ
た
如
く
唯
軍
に
考
1:

の
み
で
あ
る
。
故
に 

之
は
、
經
濟
的
行
爲
で
あ
る
と
言
つ
て
菩
々
が
指
摘
す
る
じ
と
の
川
來
ぬ
所
の
幾
多
の
规
象
が
あ
る
の
で
あ
る
.0

例
令
ば
美
術
的
享
樂
、
 

自
然
的
車
有
.

遊
戯
、敎
訓
、
及
び
敎
化
、贈
與
、慈
善
等
は
、
縱
令
ひ
之
.

に
對
し
て
投
费
が
爲
さ
れ
、
不
快
感
が
同
時
に
受
取
ら
る
、
と 

經
濟
學
弋
心
抑
的
個
人
屯
蕺
的
躲
礎 

六
六
三

(
1

ニ
六
九)



六

六

四
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ニ」

七9

經
濟
擧
の
.

心
理
.的
伽
人
產
的
基
礎

選

 

r

'

力

.

"1

.

マ
.

蟹

凝

け

て

言

ふ

「

若
し
或
商
人
な
I

働
I

り
が
汝
少
を
し
や

う

i

l

fc
F
多

0

す
|

リ
|

か
1

C

之
S

つ
て
彼
Q

I

的

麗

蹵

I

擎

I

れ
“
 

は
勞
働
義
し
ゃ
ぅ 

I

問
は
ず
、

f

 

I

f

行
會
の
で
.

あ
る
。
け
れ
I

、
若
し
U

人

が

人
"
f

の
決
心
に
到
達
す
f

否 

其
日
に
於
て
、
觅
に
散
步
し
や
う
l

i

ょ
i

 

f

 

r

晚

ヵ

t

 

く
は
蓮
く
ま
い
I

に
決
心
し
た

t
1ヽ
 
ニ 

V 

> 

J 

.

ニノ

*

—

J
ノ
ン
ブ

 E
5
2
;.uj.

P

は

醫

.

や

备

靈

I

し
.…

f

養

I

 

S

I

は
な
い
。

l

l

l

f

r

r

s f
l l
l l
n

で
は
？

散
歩
は
決
し
て
經
濟
的
馨
は
な
い
。
唯
•
其 

的
た
る
鐘

的

需
要
寶

が

っ

•

h

t l
H

I

 

:

i

$

o何
故
か
と
I

、
•其
際
に
I

人
の
间

.的
た
る
.

I
的

屢

蹵

が

ー

つ

の

役
f

演
じ
て
居
る
か
:

^

:

^

；
r

i

 

m

、•
其
I

I

人
の
间 

早
ゃ
_

|

.

づ
く
行 
l

l

l

f

s
闕

、
t

た
以
>

1

心
は
_

的
考
t

l

が
働
く
こ
I

I

や
f

 

I

 

I

E

し
論
？

磡
か
ぅ
と
決 

す

べ

き

か

、

若

し

く

は

？

可き
かと
考量
す力
。

I

す

べ

き

か

、

將

I

は

藝

 

益

の

最

大

な

f

の
I

f

れ
る
.も

の

で

倉

と

す

る

^/

ら
^

^

”

.に
f

と
I

と

が

.

比

較

さ

れ

、

而

し

て

璧

額

收

 

す

る

こ

と

は

f

經

濟

的

行

爲

I

る
の
で
は

な

 

之

に

從

C
V

て

行

動

比
較
I

I

到
I

否

管

こ

_

來
ぬ
。

：

.然

a

l

l

E

l

a

l

l

l

i

勞

働

に

從

辦

す

れ

ば

經

濟

的

行

爲

を

fj
ふ

こ

と

に

.爲

る

と

い

ふ

其

論

理

.的

根

據

は

何

處

に

存

す

る

の

で

あ

る

が

。

.

'

現
に
リ
ー
フ
マ
ン
.

は
經
濟
的
行
爲
と
い
ふ
こ
と
を
次
の
檨
に
宛
義
し
て
居
名
の
で
あ
る「

經
濟
的
と
い
ふ
形
容
詞
は
即
ち
先
づ
第
，一
 

に
、
經
濟
す
る
人
[)
|

1

亦
準
'̂

す
る
所
の
:̂

量
、
即
ち
處
分(

D
i
s
p
o
n
i
e
r
e
n
)

と
い
ふ
言
葉
を
以
て
最
も
簡
堪
に
特
微
づ
け
る
こ
と
の
出 

.

來
る
所
の
考
量
に
結
び
-#

い
て
居
る
。
故
に
此
形
容
詞
に
.

奵
非
常
に
.

異
な
っ
た
種
々
の
名
詞
が
結
び
付
け
ら
れ
る
。
例
へ
ば
經
濟
的
行 

爲
と
は
斯
様
な
考
簠
の
上
に
立
っ
て
生
ず
る
所
の
行
爲
で
あ
り
、
.經
濟
的
關
係
と
は
斯
様
な
考
量
に
依
っ
て
翦
か
る
X

所
の
關
係
で
あ 

り
、
：
：
O

K

同
書
、
ニ
九
一
頁)

「

經
濟
的
と
い
ふ
こ
と
は
行
爲
若
し
く
は
其
目
的
物
の
如
き
外
的
な
る
も
の
に
农
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る 

■

の
で
な
く
、
心
理
的
.
な
る
も
の
、
即
ち
特
宠
様
式
の
考
量
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」

(

同
書
、一

一
九
七
頁)

「

：
：
余
は
欲 

.

望
滿
足
^
其
因
的
と
す
る
所
の
經
濟
的
考
量
が
斯
様
な
目
的
に
役
立
っ
行
爲
に
鴒
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を
常
に
到
る
所
で
强
調 

し
た
。」 (

同
書
、
ニ
九
八
！)

。

,

ri
:

1

枭
觀
之
、
散
歩
と
勞
働
と
、
慈
善
と
營
利
と
、
寄
.

附
と
.

働
勞
と
、
其
一
を
取
っ
，て
非
經
濟
的
行
爲
と
し
、
他
を
經
濟
的
行
爲
と
.爲 

.

す
理
11
1

は
毫
末
も̂

し
な
い
。
リ
ー
フ
マ
ン
の
總
體
的
需
.

要
滿
足
の
定
義
を
根
據
と
し
て
は
、
此
點
に
.

於
て
：何
等
.の
區
別
も
制
限
も
齎 

ら
す
こ
と
は
出
來
ぬ
。

S

A

f

 

■

も
遊
戯
も
、
經
濟
的
原
則
に
.

依
っ
，て
選
擇
せ
ら
れ
る
限
り
、總
て
皆
經
濟
的
行
爲
で
I

。 

惟
ふ
に
此
點
に
於
け
る
被
.の
根
本
的
誤
謬
は
經
濟
的
原
則
と
總
體
的
需
要
と
を
別
々
の
條
件
の
如
く
考
へ
た
點
に
存
す
る
の
で
あ
る
。 

最
少
の
犠
牲
を
以
て
最
大
の
效
艰
を
得
ん
と
す
る
爲
に
は
多
數
の
手
段
多
數
の
目
的
が
比
較
；せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
が
、
經
濟
と
は
'
 

ニ
21

の
比
較
で
あ
.
る
と
言
つ
て
策
.

ー
に
一
っ
の
欲
望
を
滿
す
爲
に
如
何
な
る
手
段
を
取
る
可
き
か
を
宛
め
、
第
二
に
欲
望
と
費
用
と
の 

差
の
最
大
な
る
も
の
を
選
擇
す
べ
き
こ
と
を
說
い
た
の
は
此
經
濟
的
原
則
を
一
一
段
に
分
け
て
表
現
し
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
の
.で
あ
つ
て
、
 

若
し
此
ー
一
段
の
說
明
の
中
に
、
彼
の
所
謂
る
總
體
的
需
要
の
意
味
が
包
含
せ
ち
る
X

.

と
す
れ
ば
、
彼
の
此
最
後
の
制
限
は
畢
竟
何
も
の 

經
濟
學
の
心
理
的
個
人
主
義
的
栽
蹬 

六

六

疋

(
I

ニ
.
ヒ
1
0



鸫
浒
學
の
心f

的
個
人
.

H-;

義
的
站
礎

を
も
意̂

せ
ぬ
.

こ
と
に
爲
I

で
I

。
さ
れ
ば
i

リ
1

フ
マ
ン
は
經
濟
的
考
量
と
經
濟
的
行
爲
と
の
間
に
於
て
前
述
u

p

ど 

き
锫k

搲
着
に
陀
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
ぅ
。
比

矛

葑

心
勺
营
 

I

 

i

 

^

い
ふ
意
I

g

p

も
、
零

v

f

l

n

 

:

 

■ 

i

r

f

 

r

l

蹵

Q

I

夏
期
間
に
f

全
欲
望
の
考
f

 

ぅo

 

h
:
r

フm
t

t
、

r

來
な
い
が
ハ
斯
f

解
す
る
時
は
燈
 

一I

し
い
誤
I

る
で
I

 

、

.一
 

含
に
其
財
產
を
蕩
盡
す
f

の
は
、
最
大
繁
の
原
則
i

は
ぬ
も
の
で
ぁ
る
か
ら
、
及
、人

繼

 

l

l

l

l

l

i

f f
:

:

はf

 ：
"

て
經
濟
的
に
行
動
す
る
も
の
で
I

か
、
斯
る
人
物
は
其一

生
の
I

I

I

取
大
の
蹵
I

f

し
て 

ざ
m

u

l

l

。

, 

i

f

 

i

l

l

、

l

i

素

す
|

|

_

8

|

的
行
爲
1

行
は

I f
l l
I J
r i
i l
l I
I I
l i
f f
l l
搲 

f

i

に
入
れ
ら
f

或
I

I

,

I

外
す
る
I

〗

重

つ

て
”

 

P

に

H

署

I

S

I

中

_

_

歷

1

1

; ^
=

|

C

ノ 
f

t

 

A

を
a

せ
ん
と
す
る
公
上
、
手
段
と
.

し
て
之
が
爲
一
に
.
支

拂

ふ

所

の

®

#

•
は

可

及

的

少

禱

一-

…

I

I 

- 

r
L
.
-
i
E
-
_
.
g
l

5

i
■|| 1

|_

1

S
暑
g
g
e
l
舊
I

g

g

,戸

，f
.
r
u
l
.

讀
 

_

ーー_一y

.

s

_

s
雇
墨

I

M
重

i

層

か
ら
し
め
ん
と
す
る
の
は
理
の
當
然
で
あ
る
o

合
理
书
義
の
現
實
的
棵
據
は
經
驗
に
依
っ
て
容
易
に
立
證
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
内
容 

が
心
理
的
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
決
し
て
此
合
理
主
義
の
原
則
に
獨
特
の
條
件
を
與
へ
る
こ
と
に
は
た
ら
ぬ
。
心
理
的
解
釋
とs

ふ
こ 

と
は
、
力
.

レ
ル
•

エ
ン
：グ
::
^

ス
が
適
切
に
評
言
せ
る
迎
り
：止
に
行
爲
奔
_

身
の
主
觀
の
問
題
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
0

此
主
觀
的
な
る
效 

,

相
次
は
费
)]
|

の
内
容
に
關
ん
.

て
何
等
の
.

限
宛
を
名
加
へ
料
限
り
、此
股
則
は
依
然
と
し
て
形
式
的
論
理
的
な
る
理
性
の
原
則
に
過
ぎ
ぬ
0

,

(

託
四〕

> 

, 

,

II

四
^

-e
j
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l

w
n
g
l
i
s

v..
E
r
k
§

t
x
i
i
s
s
t
h
c
o
r
e
t
i
s
c
h
e

 

K
rif

-
i
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d
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r
u
n
d
g
a
a
n
k
e
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L
i
e
f
s
a
n
n
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i
n

 

zeftsc.hrift 

f.. 

cl. 

g
e
s
:
I
r
3
t
e

 

s
t
l
a
t
s
w
i
s
s
c

'o- 
s
c
h
a
f
t
e
n
,

00
8
. B

d
.

 

I
9
3
0

 

s. 

I
I

 

ff.

中
«

的
に
效
;1
]

と
費
用
と
を
比
較
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
此
脱
則
の
@

谷
を
少
し
も
限
{

儿
せ
ぬ
次
第
は
上
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
 

.

更
に
又
心
理
的
考
量
と
言
ひ
、
處
分
と
い
ふ
も
、
結
局
何
等
か
對
象
.

に
關
し
て
の
み
之
を
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
其
考 

ft

な
り
處
分
な
り
の
內
容
を
決
宛
す
る
も
の
は
、
該
考
量
又
は
處
分
が
依
#

す
る
所
の
對
象
に
之
を
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
事
は 

ア
モ
ン
が
其
リ
ー
フ
マ
ン
批
評
に
於
て
適
切
に
言
表
は
し
て
焐
る
o

,

即
ち
リ
ー
ブ
マ
ン
に
據
れ
ば
、
從
來
の
.學
客
が
物
質
的
に
經
濟
の 

.

意
義
を
限
淀
し
た
る
に
對
し
同
氏
讨
物
質
的
數
量
的
览
解
を
避
け
て
心
理
的
'

に
.之
を
解
釋
す
る
こ
と
に
依
つ
て
全
く
別
箇
の
經
濟
の
解 

釋
に
到
達
し
た
と
い
ふ
の
‘

で
あ
る
が
、
.

ア
モ
ン
は
之
を
評
し
て
同
く「

此
點(

リ
ー
ヮ
.
マ
.ン
の
說
く
所
の
上
記
の
對
立
を
指
す
ノ
に
は
何 

等
の
對
立
も
杯
在
し
な
い
。
吾
人
は
經
濟
を
ば
尙
ほ
能
く
一
.

妃
の
對
象
に
對
す
.

る
行
爲
と
し
て
解
釋
し
、
：然
も
人
間
の
心
理
に
快
感
、
 

不
快
感
の
對
立
に
恶
礎
を
®

く
も
の
'

と
し
.

て
之
を
觀
る
こ
と
が
出
來
る
.0

限
界
效
用
理
論
は
實
に
之
を
行
つ
て
焐
る
の
.

で
；あ
る
。
若
し 

リ
1

フ
マ
ン
が
.『

經

濟
.i

枕
特
殊
の
考
量
で
あ
り
、
其
對
象
物
と
全
く
無
關
係
な
處
分
で
あ
る
！
：同
書
第
一
版
六
七
頁〕

と
考
へ
て
居 

る
と
す
れ
ば
.

之
を
そ
の
，俊
に
罟
々
の
念
頭
に
思
ひ
浮
べ
る
こ
と
は
出
來
ぬ
0

何
故
か
と
い
へ
ば
、
考
it

と
い
ふ
も
將
た
又
■處
分
と
い 

經
濟
學
の
心
■

的
個
人
主
義
：的
驻
礎 
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f l
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T f

し
て
I

I

、
世
人
は
葉
の
見
I

?

財
貨
I

の
！

。
而
“
て

I

t

l

l

r

n

l

;
靈

す

眯
す
る
宕

.々(

同
書
、
第
一
版
三
七
五
頁
以
下
參
照)

'i
O

J

C
al
i

五：> 

- 

/

 

M

.
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I

 

i

r

h

r

i

l

i

l

l

f

f

 

S

I

 

r

l

 

暴

 

I

f

 

k

 拿

そ
れ
か
ら
又
彼
の
I

s

れ
ば
、
彼
が
I

と
呼
ん
で
居
る
所
の「

不

篇

」

I

も
の
は
全
く「

勞

又

3
 

義
語
S

さ
れ
て
S

の
.

で
ぁ
.

つ
て
、I

以
外
の
原
因
か
ら
生
ず
る
種
々
.の 

全
く 

I

 

H

p

i/
n

l

l

l

i

f

 
み 

I

I

"

I i

f

 

?

フ
マ
ン
は
此
I

及
び「

不

篇

」

に
就
て
次
の
様
I

釋
を
述
べ
て
I

の

、

,

J

象
I

貨
に
關
す
る
も
の
丈
け
に
限
定
し
て
席
つ
た
こ
と
は
明
で
ぁ
.

る
。

フ

…

•

の

没

勞

m
n
f

参

f

-

，
含

は
 

S

S

I

I

 結
f

 

塞
 

i

 

I

f

 

_

 

雰

i

i

M

n

る
後
は
墦
太
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
るj

C

同
書
七
六
頁
.

：>「

吾
々
が
使
用
し
得
る
勞
働
能
力
は
限
定
さ
れ
て
：
る
、
即
ち
此
勞
働
能
力
と
綠 

合
せ
る
所
の
不
快
の
感
覺
を
努
力
は
漸
次
强
度
を
吩
し
て
、
遂
に
.は
需
要
即
ち
獲
得
せ
ら
る
べ
き
效
用
を
超
過
す
る
に
至
る
も
の
で
あ 

る」
C

七
七
頁)

と
。
彼
は
趴
様
な
言
葉
に
依
っ
て
li
t

等
の
不
快
感
を
生
ぜ
し
む
る
所
の
目
的
物
た
る
財
貨
の
觀
念
か
ら
離
れ
■得
る
と
考 

ベ
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
斯
機
なE

的
物
即
ち
財
貨
か
ら
生
ず
る
所
の
不
快
感
の
特
質
、
即
ち
時
間
と
共
に
墦
大
す
る
と
い
ふ
其
性
質 

や
需
耍
と
拮
抗
す
る
亿
至
っ
て
中
止
さ
れ
る
と
い
ふ
共
性
質
は
其
儘
採
州
さ
れ
て
焐
る
の
で
あ
る
、
財
貨
獲
得
の
勞
苦
か
ら
生
ず
る
不 

快
感
.

は
1£

に
此
通
り
の
性
質
を
持
っ
て
居
る
け
れ
ど
も
、
共
以
外
の
原
因
.
か
ら
生
ず
る
道
德
上
の
不
快
感
と
か
一
.身
上
の
性
格
か
ら
生 

ず
る
不
快
感
な
ど
は
決
し
て
時
間
と
共
に
壻
火
す
る
と
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
し
、
又
需
要
と
比
較
し
て
其
過
剩
部
分
の 

侧
定
が
出
來
る
と
い
ふ
様
な
性
質
の
も
の
で
も
無
い
で
あ
ら
う
。 

‘

■

.

然
か
も
リ
ー
フ
マ
ン
が
斯
樣
な
不
快
感
を
無
視
し
て
屈
る
の
は
、
畢
竟
彼
が
財
貨
獲
得
の
勞
苦
の
み
を
念
頭
に
置
い
て
居
り
、
其
他 

の
勞
罟
は
ニ
切
之
を
顧
み
な
か
っ
た
こ
と
の
ー
證
左
と
辑
做
す
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

上
來
の
所
說
に
依
っ
て
リ
ー
フ
マ
ン
の
方
法
論
的
原
則
の
心
理
的
根
據
が
全
く
誤
づ
て
居
る
次
第
は
明
瞭
で
あ
ら
う
。
，論
理
の
正
し 

さ
は
寧
ろ「

物
質
的
數
贵
的」

と

名
付
け
て
リ

ー

フ

マ
ン
が
排
斥
せ
ん
と
し
た
十
1-
1

典
學
派
又
は
限
界
效
用
學
派
に
在
る
も
の
と
言
は
ね 

ば
な
ら
ぬ
。■
論
理
上
の
"

M

街
が
未
だ
餘
り
世
人
の
注
意
を
惹
か
な
か
っ
た
頃
に
は
、
ジ
ヱ
l

i

ス
•
ミ
ル
や
デ
ィ
ー
ッ
ヱ
ル
に
依
っ
て 

代
表
せ
ら
る
、
如
き
、
經
濟
現
象
の
物
質
的
制
限
を
以
て
し
て
も
、
充
分
に
經
濟
現
象
を
定
義
す
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
經
濟 

现
象
を
所
謂
る
經
濟
的
財
貨
に
關
ず
る
も
の
に
限
る
こ
と
は
實
際
問
題
と
し
て
も
、
漠
然
た
る
リ
.
丨

フ
マ
ン
の
心
理
的
宛
義
ょ
り
は
迤 

に'
現
實
に
一
致
し
て
屈
る
で
あ
ら
う
し
、
叉
論
，理
に
も
適
っ
て
居
る
.

で
あ
ら
う
o
 

.

,

.

三
心
理
的
解
釋
と
價
値
論
の
排
斥
：

經
濟
學
の
心
现
的
個
人
主
義
的
茈
礎
，
 

六

六

九

0

ニ
七
：

4
V



鸫
濟
擧
の
心
秤
的
例
入
ポ
義
的
浓
礎

六
七
o 

(

ニ
1

L:
六)

§

?!
j

し 

フ 
i

i

f

 

i

l

 著

^

 

:

U

I

^

O

 

?

フ
.

マ
ン
は
I

用
效
學
f

非
難
し
て「

經
濟Q

技
術
的
•物
質
的
靡

」

と
3

 

ゴ

S

ょ
り
す
る
出
震」

と
の
ニ
點
を
重
大
I

誤
謬
と
し
て
擧
げ
て
居
る(

同
書
、第
三
版
.ニ 
§

c

 

■け
れ

ど

も

、
 

i l
f l

れr

經
濟
現
象
を
物
質
的
I

し
！

I

す

る

I

る
。

1

マ
ン

m

:

l ,
I I 

:
l :
l
m

他
人
的
|

¥

溯
る
可
$

ぁ
る」「

變

謹

は
.

.
•.假
定
せ
ら
れ
た
I

觀
的
價
値
で
な
く
、
主
銳

i

三
i

次
笫
な
：の
で
ぁ
る
。
此
主
觀
的
價
値
と
倘
人
的
欲
望
感
と
何
處
が̂

 

し
、

着

f

f

と
言
へ
ば
、「

價
値
概
念
が
對
象
物
に
、
即
ち
財
貨
に
結
び
つ
い
て
居
る
X

I

三

最

に

反
 

が

誤

れ
p

u

i

l

立
し
I

靈

l

i

f

、
而
し
|

露

く

の

如
|

的
4

質
|

.

貨

n

l

f

し
て
f

、

i

の
は
財 

貨
の
稀
少
性」

巧

4

ふ
言
I

I

心
i

f

、
f

「

财

て
！

！

！

く
？

r

i

:

論

；

p

y

1

I

I

I

9

9

1

な
ら
し
め
ん
.

と
す
る
。
而
し
て
此
餘
剩
即
ち
收
益
を
最
大
な
ら
し
む
る
様
に
考
慮
す
る
。
北C

處
で
限
界
效
用
學
說
の
.
說
く
所
の
跟
#
效 

用
均
等
の
法
則
(0
代
り
に
限
界
收
益
均
#

の
法
則
が
生
れ
て
來
る
。
腺
界
收
益
均
等
の
法
則
は
、
交
換
經
濟
の
社
#

に
於
て
は
1

に
價 

格
を
表
示
す
る
こ
と
に
爲
る
の
で
あ
る
、
彼
は
一
定
額
.
の.
貨
幣
は
決
し
て
ー
定
置
の
財
貨
を
表
は
す
も
の
で
は
な
く
、
m

に
心
现
的
の 

需
要
滿
足
の
程
度
を
示
す
も
の
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
リ
ー
フ
マ
ン
は
斯
樣
な
解
釋
.の
下
に
價
値
概
念
を
排
斥
せ
ん
と
試
み
て
居
の
で 

あ
る
が
、
此
點
に
關
す
る
靜
細
な
る
批
評
は
旣
に
ア
モ
ン
が
リ
ー
フ
マ
シ
批
評
の
論
文
中
に
於
て
適
切
に
述
べ
た
所
で
あ
るO
故
に
此 

-

處
に
は
駆
に
之
に
做
つ
て
洱
び
詳
論
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
O

C

託
六
V

O

兎
に
灼
リ
ー
フ
マ
ン
.の
斯
様
な
試
み
が
決
し
て
成
功
し
得 

ぬ
と
と
は
、
上
記
の
所
論
に
依
つ
て
も
明
&

.

に
推
測
わ
.

得
る
で
あ
ら
ぅ
。
リ
ー
.

フ
マ
ン
の
心
，现
的
立
場
に
於
け
る
最
も
重
大
な
る
誤
謬 

は
效
州
や
費
用
を
或
•る
心
理
的
の
大
さ
と
解
し
、
之
を
ば
if
f

算
し
得
る
も
の
と
し
て
人
間
の
經
濟
行
爲
を
論
じ
て
屈
る
こ
と
で
あ
る
o 

心
理
的
快
感
、
不
快
感
な
る
も
の
は
或
る
强
さ
を
表
す
も
の
で
あ
.
つ
て
決
し
て
加
減
の
出
來
る
'1
:

的
大
さ
を
表
す
も
0

で
は
な
い
0

限 

界
效
用
學
說
に
於
て
、
限
界
效
用
均
等
の
法
則
に
從
つ
て
各
人
の
享
受
す
る
效
用
が
最
大
眼
に
爲
る
と
い
ふ
場
合
に
、
吾
々
は
說
用
其 

自
體
を
訐
算
し
て
斯
く
の
如
く
言
ふ
の
で
は
な
い
。
人
間
の
欲
望
と
、
之
.
が
滿
足
に
役
立
つ
財
貨
と
の
間
に
.

一
宛
の
關
係
が
認
め
ら
れ 

る
結
艰
、
此
關
係
に
應
じ
.て
各
人
は
經
濟
的
原
則
に
從
.

つ
て
行
動
す
る
が
故
に
で
そ
、

.

此
處
に
各
人
の
消
®
す
る
財
貨
の
數
S

を
通
じ 

て
身
用
の
最
大
と
い
ふ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
享

く
る
效
用
と
、
效
用
を
與
へ
る
財
貨
と
.

の
|{
1

]

に
一
定
の
關
係
の
#

 

す
る
こ
と
が
認
ら
れ
て
こ
そ
、
限
界
效
;[
J

學
說
は
說
明
の
上
に
於
て
效
用
の
數
學
的
計
算
を
す
る
こ
と
が
出
來
る
.

の.
で
あ
る
。
所
謂
る 

生
觀
的
僧
値
は
實
に
人
卯
の
主
觀
的
な
る
欲
望
と
、
客
觀
的
な
る
財
貨
の
存
在
量
と
の
間
に
存
す
る
一
宛
の
關
係
か
ら
生
れ
出
た
觀
念 

に:̂
な
ら
ぬ
の
で
.
あ
つ
て
、
價
値
の
數
學
的
計
箅
が
可
能
な
の
は
そ
れ
が
斯
様
な
客
觀
的
存
在
极
據
を
有
し
て
焐
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。 

然
る
に
斯
様
な
價
値
の
概
念
を
さ
へ
、
そ
れ
が
或
經
濟
財
の
一
走
1:

の
表
現
で
あ
る
と
い
ふ
理
^
を
以
て
排
斥
す
る
所
の
リ
ー
フ
マ
ン 

經
濟
學
の
心
理
的
個
人
ホ
義
的
站
礎 

六

セ

ー

(

ニ
ー
ヒ
七〕
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|

霸

が
|

で
|

か
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彼
|
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パ

.

上
4

力

?

.
'•

ー11
ヶ
上
|」

に
仅
り「

li
i
v
c' #
l
益
均
等
の
法
則」

に

達

す

る

に
は
、

モ

衾

，

、
g

f

霍

I

緩

I

浮

f

g

n

?

ミ

ざ

、
吾
人
が
先
づ
獲
f

ん
と
す

3

勝
七
て
養
せ
し
め

(
經
f

行
ふ
に
當
つ
て
は
決
し
て
.

『

獲
得
せ
ら
i

快
感』

I

I

論
ず
f

の
で̂

い
が『
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て
f
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感
と
し
て
I

し
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け
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ば
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隹
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と
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蜃
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受
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.

比
較
し
て
そ
の
i

る
も
の
を
求
め
た
り
、
其
差
額
の
I

最
大
な
ら
し
む
る
こ 

的
H

i

て
る
も
の
と
い
ふ
の
外
は
な
い
。

f

』
プ
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?

フ
マ
ン
|

說
は
實
に
空
想
.

•

:.
. 

V
:

:

四

「

經

濟」

の

個

人

主

義

的

：碁

礎

l r
I

S I
i

H

;

_

ノ
リ
ー
フ
！
マ
ン
は
經
濟
的
原
則
の
.

心
理
的
解
釋
を
ば
經
濟
學
の
方
法
論
的
原
則
と
し
て
辑
る
が
、
'之
と
同
時
に
此
原
則
夂
り
し
て
個
人 

主
義
的
觀
察
の
必
.

然
性
を
說
い
て
届
る
。
今
彼
自
身
の
言
に
山
つ
.

て
典
論
摅
を
窺
は
う
0

,
•「

經
濟
め
本
質
は
正
に
個
人
的
目
的
た
る
欲
望
滿
足
の
追
求
に
在
る
o

.

而
し
て
經
濟
理
論
の
職
分
は
、
旣
に
百
餘
部
來
常
に
表
.示
さ 

れ
て
居
る
如
く
、
.自
己
一
身
の
欲
望
滿
足
に
役
立
つ
個
人
的
行
爲
か
ら
交
換
經
濟
的
現
象
を
說
明
す
る
こ
と
に
在
る」

ハ
同
書
、
四
ニ 
S

 

「

：
：
人
は
亦
、此
場
合

(

交
換
經
濟
現
象
の
.
說
明)

に
於
て
も
あ
ら
ゆ
る
称
學
に
於
け
る
と
同
樣
に
因
來
關
係
を
採
求
せ
ね
ば
な
ら
ぬ 

從
づ
て
、
從
來
の
理
論
が
謂
は
r

無
意
識
に
，：

：！

己
の
任
務
と
考
へ
て
居
つ
た
如
く
、
交
換
經
濟
現
象
を
ば
各
個
人
の
經
濟
的
行
爲
と
考 

量
と
に
溯
つ
.

て
之
を
討
究
す
る
の
必
要
に
迪
ら
れ
る
.

。.
あ
ら
ゆ
る
現
象
に
動
力
を
與
へ
る
所
の
此
等
の
行
爲
や
f

-連
を
顧
慮
せ
ず
し
て 

は
交
易
の
機
權
は
何
と
し
て
も
說
明
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
社
會
的
耍
素
に
栽
づ
く
所
の
あ
ら
ゆ
る
制
限
が
あ
る
に
も
枸
ら
ず
-
價 

格
の
形
成
は
個
人
主
義
的
に
說
明
す
べ
き
で
あ
り
、
欲
璧
に
#

71
:

ず
べ
き
で
あ
る
o」

(

同
書
、
四
四
丨
四
五
M

)
「

パ
：
.あ
ら
ゆ
る
方
法 

論
か
ら
儺
れ
て
觀
て
も
、4

世
#

が
經
濟
瑰
象
と
，し
て
、
將
た
又
經
濟
問
題
と
し
て
認
め
る
所
の
も
の
は
、
個
人
的
經
濟
單
位
と
北
ハ
行 

爲
.

並
に
考
簠
の
認
識
：を
栽
礎
と
.

し
て
の
み
能
く
說
明
し
得
る
も
の
で
あ
る
次
第
は
、

’ 

&

純
な
人
間
の
理
‘

性
か
ら
觀
て
も
明
々
臼

.々

な
こ
- 

と
で
あ
る
。 

何
と
な
：れ
ぱ
、
交
易
の
あ
ら
ゆ
る
规
象
は
縱
令
ひ
價
格

形
成
の
如
く
最
も
複
雜

な
る
も
の
；で
も
、.
將
た
或
は
經
濟
的
職
分 

を
艰
ず
所
の
貨
幣
の
如
き
も
の
で
も
、.
結
局
個
人
的
經
濟
堪
像
の
欲
望
.

に
溯
及
し
て
.

其
本
源
を
求
め
：、
此
本
源
ょ
り
し
て
之
を
說
明
.せ 

ね
ば
な
ら
‘

ぬ
次
第
は
、•
.

自
明
の
，理
セ
あ
る
か
ら
で
あ
.

る
.。」 c

同
書
、
一
二
.九
頁)

.

六
又
換
經
濟
現
象
の
說
明
は̂

し
て
リ
ー
フ
.

マ
ン
の
言
ふ
.

如
く
個
人
の
欲
望
に
溯
及
し
て
之
を
求
む
る
こ
と
が
，：！
明
の
理
な
の
で
あ
.
ら 

う
'
か
。
價
格
の
形
成
は
當
然
個
人
の
欲
望
に
還
元
し
：て
之
を
明
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ら
う
.

か
:0
換
言
す
れ
ば
個
人
の
欲
望
に
關 

す
る
V

丨
フ
.

マ
ン
.

の.
法
則
即
ち
.

心
理
的
な
る
經
濟
的
原
則
か
ら
し
.

て
常
然
直
接
に
交
換
經
濟
.

現
象
が
說
明
し
得
ら
る
'

の
で
あ
ら
'

う
か
。

顏
濟
學
の
心
迦
的
個
人
生
_

的

拣

揽
.

六
七
；ニ 

(

1

ニ
七
九)
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學
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ナ
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四

(

ご1
八
0
)

‘

言
すj

ば
鬵
的
原
則
は
营
變
於
て
個
人
主
1

1

1

1

る
か
。
そ
れ
は
何
等
.
Q

I

的
屢
を
加
ふ
る
I

な
く
若 

.

く
は 

一
く
之
を
亦
®

し
て
個
人
主
義
的
で
あ
り
得
.

る
の
で
あ
る
か
。
吾
々
は
此
處
に
多
少
の
疑
な
き
を
得
ね
。

‘

.

た
f

養

的

展

は

、
搫

ひ

、
？

！，
マ

斎

豐

f

海

為

f

-

と」

入

の 

一I
,

た
る
に
過
ぎ
ぬ
。
經
濟
學
に
於
け
る
方
法
論
的
原
則
と
し
て
之
を
觀
る
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
I

此
f

 

1

“

バ

^

人

婴
|

す
る
こ
含
外
な
|

。
此
§

は
各
人
|

:

個
人
的
|

則
|

“

^

之
ィ
。

て
®

人
•
主
義
的
社
會
を
生
む
か
否
か
.
は
單
に
此
原
則
の
み
か
ら
し
て
は一

言
も
推
測
し
得
ぬ
こ
と
で
I

。
此
原
⑴ 

“

ら
U

1

I

I

I

す
I

に
は
、
其
I

が
個
人
主
義
的
に
I

せ
ら
れ
た
る
I

組
織
で
あ
る
こ
と
を
I

と

1

.て
？

プ
'マ
ン
の
社
會
觀
は
恰
名
此
前
提
を
腦
に
假
定
し
て
居
f

の
の
如
く
で
1

.

0即
ち
.彼
は
■デ
ィ

ー
レ

、 

所
f

l

的
觀
察
f

取
れ
.
i

f

非
難
し
て
日
く
、「

今
日
の
經
篇
序
I

I

如
何
に

電

 

l

l

i

l

l

l l

す
る
と
か
い
ふ
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。」 (

馨

五

七
M

)
「

丨
經
濟
理
論
に
取
つ
て
は「

總
體

.

i

f

 

F

 就

”

 

M

s

濟
“

l l
p

^

u

p

^

l i
i l

/ 1
1

誦

| 1
1

_

_

:

2

1

1

^

ら
.

る
'

、、へ
き
も
の
で
な
と
い
.

い
ふ
こ
と
.

は
、
担
に
ル
ー
フ
マ
ン
の
言
ふ
通
り
で
あ
る
。,'
今
日
の
社
會
が
原
则
と
し
て
僴
人
主
義
的
に
恶
礎 

付
け
ら
れ
て
届
る
と
い
ふ
點
に
於
て
も
亦
、
菩
人
は
リ
ー
フ
マ
ン
に
赞
成
す
る
-°

併
し
'個
人
主
義
的
社
會
組
織
の
邈
礎
を
爲
す
も
の
は 

決
し
て
經
濟
的
原
則
で
は
な

X .前
に
も
#

ベ
た
.
加
く
經
濟
的
原
則
は
認
識
論
的
原
則
と
し
て
、
個
人
主
義
と
は
全
く
無
關
係
で
.
あ
る
。
 

個
人
、壬
義
的
觀
察
を
蓮
礎
付
け
る
爲
に
は
、
1

51
!

の
社
會
的
前
提
が
必
耍
で
あ
る
。
社
會
飢
8C

が
個
人
主
義
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
換 

言
.

す
れ
ば
社
#

飢
織
が
各
人
相
互
獨
立
し
て
交
換
し
合
ふ
所
の
個
人
的
經
濟
單
位
ょ
り
爲
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
斯
様
な
社 

#

に
於
け
る
個
人
主
萌
的
經
濟
現
象
を
觀
察
す
る
爲
に
は
、

一
定
の
侗
人
主
義
的
な
る
社
會
的
前
提
が
必
要
で
あ
る
。
此
意

味
に
於
け 

る
社
#

的
前
提
は
、.
シ
ュ
ト
ル
ッ
マ
ン
や
デ
ィ
ー
ル
等
に
依
っ
て
考
へ
ら
れ
て
居
る
如
き
、
或
る「

社
會
的
全
體」

「

社
#

的
目
的」

を

. 

指
す
も
の
で
は
な
い
。
各
1|
6

人
出
に
存
す
_

る
—*
1̂

の
社
會
的
交̂

殿
係
を
表
す
も
の
と
'1
.

て
»-

す
べ
き
で
あ
る
。

,

實
際
社
會
に
就
て
之
を
觀
れ
ば
、
中
央
の
統
制
が
有
力
で
あ
っ
た
所
の
中
世
の
.

都
市
經
濟
に
於
て
も
、
交
換
經
濟
的
現
象
は
確
に
#

 

在
し
た
.

の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
今
日
の
社
會
と
違
つ
で
、
原
則
と
し
て
の
個
人
の
行
動
の
自
由
が
著
し
く
制
限
さ
れ
て
居
っ
た
が
爲
に
、 

現
.

今
の
.

樑
な
交
換
經
濟
現
象
を
坐
ん
で
は
居
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
•

■.
吾
人
.

は
、
.今
旧
の
經
濟
秩
序
即
ち
個
人
主
義
的
社
會
組
織
の
特
徵
を
ば
•
原
則
と
し
て
の
個
人
の
經
濟
的
行
爲
の
自
由
と
い
ふ
點
に 

繁
ん
す
る
も
の
で
あ
る
。
經
濟
的
原
則
に
從
っ
て
行
動
す
.

る
所
の
個
人
が
、
其
邂
濟
的
自
由
を
享
受
す
る
を
特
徴
と
す
る
所
の
一 

淀
の
社
會
的
飢
織
を
前
提
と
し
て
之
を
觀
察
せ
ら
る
\

場
合
に
、
茲
に
初
て
論
理
的
に
統
一
あ
る
經
濟
現
象
を
了
解
す
る
と
と
が
出
来 

る
で
あ
ら
ぅ
0

-

■>
1

フ
マ
ン

の
洳
く
、

诹
に
心
理
的
に
經
濟
原
則
を
解
す
る
こ
と
に
依
っ
て
經
濟
の
意
義
を
眼
定
し
、
交
換
經
濟
現
象
を
之
ょ
り
缭 

き
出
さ
-̂

と
す
る
が
如
き
は
全
く
論
理
を
知
ら
.

ざ
，る
も
の
\

仕
業
と
謂
は
ね
ば
.

な
ら
ぬ
。

叙
濟
學
の
心
.

现
的
個
人
主
義
.

的
装
礎
，
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〔

”然
I

」

此
社
會
的
.前
f

 
■

的
內
容
は
何
で
ぁ
る
と
か
I

と
I

題
I

が
、
今
此
處
に
直
に
皇
を
I

I

 

JI
を
遺
憾
.

と
す
る
。」

一
三
の
|

の
說
渔
つ
て
之
を
見
る
に
、

.?

ド
べ
ル
ト
ス
は
之
.
I

業
に
求
I

一
一
、

デ
:

:

“
U

r

 

.

ノ
は
之
を
外
方
分
權
的
組
織
又
は
所
謂
る
證
_

組
織
に
求
め
、
又
最
近
ァ
ル
フ
レ
ッ

I

モ
ン
は
四
つ
の
I

I

I

 

，
て

此

方

.
面

に

於

て

優

れ

た

る

貢

f

な
し
て
居
るC

,

而
し
て
ァ
モ
ン

の
所
謂
る
四
、つ
の
社
會
的
制
限
と
は(

一
L

t f 

の.)

外
I

象
物
、
如
ち
交
換
叢
f

一
 

身
外
に
得
‘

在
す
る
對
象
物
に
對
す
る
、
或
戰
杧
於
て
の
f

的
|

、
勺
處
^

フ

及

認
、(

ニ〗

社

禽

|

_

個
人
的
I

義

存

し
て
、
I

 
く

自

準

(

I

I

し

i

.

Q

.

1

と
同
時
に 

一I

行
は
れ
た
る
此
處
分
の
永
續
的
拘
束
力
の
I

、(

一

二

〕

交

換

l

i

f

u

 

I

I

の

唐

(

即
ち
交
換
當
事
者
の
個
人
的
意
f

侬
f

 

|

能
性
：

：

、

§

i

會

的

交

換

行 

可
能
の
修
f[
と
し
て
の〕

.

.

一
般
的
社
會
的
惯
値
評
準
並
に
交
換
手
段
の
承
認

(

訊
ニo

即
ち
之
で
ぁ
る
。

.

,
f-
1

*
ニ 

f

 

I
 

o
b
j
e
k
t
.
I
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G
r
u
n
l
H
f
f

 

der 

f

 
e
l
e
n

 

Nation 
l
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A
s
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1927. 

s. .195.

•
#1

^

は
0]
1
^

つ

の

社

け

|

に
タ
つ
.て
箱
濟
象
の
對
象
を
決
定
せ
ん
と
し
て
居
る
。
故
に
、.
一
般
に
彼
は
社
會
的
觀
察
法
の
立 

‘
4

る
も
の
I

ら
れ
又
|

る
經
濟
I

則
の
方
法
論
的
意
f

全
く

否
認
す
る
も
の
、
如
く
考

へ

ら

れ

様
 

人
f

1

フ
マ
シ
や
デ
ィ
i

s

i)

の
如
き
は
斯
綴
に
解
す
る

こ
と
を
明
瞭
に
'述
べ
S

る
。 
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4
0
6
....

參
^
:
o 

.

I

f

以
て
：ず
れ
ば
、
T

モ
シ
の
、1

.1

概
に
斯
くQ

如
く
斷
言
し
去
る
こ
と
は
出
來
ぬ
、
.例
へ
i

「

.

I

 

.

I

f
と
し
て
の
行
爲
の「

囊

性

」

と
い
ふ
此
一
般
的
な
f

的
原
則
の
前
提
は
確
I

I

I

的
な
l

l i
l

l

け

で
は

あ
る
が
經
濟
學
的
と
し
て
そ
の
獨
自
の
特
微
を
條
件
づ
け
る
も
の
で
は

な

い
しハ
同
書
、
一
八
7T
.
K

)

と
ア
モ
ン
は
言
つ
て
ぼ
る
。

ア
モ
ン
の
說
く
が
如
く
、
經
濟
的
原
則
は
確
に
理
性
的
原
則
と
し
て
、
特
に
社
會
的
な
る
交
易
關
係
を
制
限
す
る
所
の
原
則
で
は
な 

い
が
、
併
し
其
逆
に
、
此
M

則
な
く
し
て
は
正
に「

特
に
經
濟
學
な
る
認
識」

は
不
可
能
で
ぎ
る
に
相
違
な
い
。
前
述
の
ア
モ
ン
の
宂 

義
の
文
句
中
に
於
け
る「

交
換
當
琪
衮
の
意
思
の
自
H1
1」

と
い
ふ
こ
と
が
、
此
經
濟
的
原
則
に
從
は
ざ
る
行
爲
を
も
包
<
t
H»
す
る
も
の
と 

す
れ
ば
、.
如
何
な
る
結
见
を
ff

ら
す
で
あ
ら
う
か
。
H

に
論
理
的
な
る
經
濟
學
上
の
法
則
を
引
出
す
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
ら
う
れ

1:
1

1

岳
觀
之
、
經
濟
現
象
を
認
識
論
的
に
特
微
付
け
る
爲
に
は
、
個
人
の
行
動
に
關
す
る
此
所
謂
る
經
濟
的
の
原
則
と
更
に
此
原
則
が 

一
宛
の
现
象
形
*1

の
取
る
所
の
特
宛
の
社
會
的
紐
織
に
關
す
る
前
提
と
が
必
耍
で
あ
る
で
あ
ら
う
。
社
會
的
制
限
に
關
す
る
ア
モ
ン
の 

試
み
は
此
默
に
於
て
大
に
#

11
1

さ
る
ベ
き
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。
唯
單
に
社
會
的
前
提
.

の
み
を
.
.以
て
經
濟
導
の
認
識
^
上
の
問
題
を 

取
扱
ふ
時
は
曾
て
、
シ
ユ

ト

ル

ツ

マ

ン
や
デ
ィ
ー

ル
等
に
就
.

て
述
べ
た
如
く
、
.到
底
打
ち
勝
ち
難
き
難
關
に
逢
赛
す
る
を
免
れ
ぬ
で
あ 

ら
う
。
經
濟
學
が
一
宛
形
式
の
社
#

内
に
於
け
る
一
定
矹
類
の
.

人
|;
|

]

の
行
動
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
唯
*
眾
に
此
一
宛
社
會
の 

「

特
に
經
濟
的j

な
る
特
徴
と
制
限
を
指
摘
す
る
許
り
で
な
く
、
其
社
會
內
に
於
て
行
動
す
る
人
問
の
行
爲
の
中
、
特
に
經
濟
的
な
る
一 

而
が
；

g

象
’

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
次
策
は
蓋
し
當
然
.

の
道
理
と
言
つ
て
も
差
支
え
な
い
で
あ
ら
う
。
ア
モ
ン
の
言
葉
を
藉
り
て
言
へ
ば 

「

社
#

的
.

な
交
易
に
於
け
る
個
人
的
並
に
社
#
的
制
限
の
一
免
の
關
係」

ハ
同
書
一
八
：/|.
頁
}を
硏
め
る
こ
と
が
經
濟
學
の
极
本
問
題
で
あ 

る

。
，
ア

モ
\

.

は

關

題:$:
斯
機
に
述
.

ベ
，
て

經
.

き
な
が
ら
、
直
に
向
ら
，r

經
濟
學
上
の
問
題
の
社
會
的
制
限
は
如
何
に
、
稱
極
的
に
概
念
©

 

に
，
敍

述

：
せ

ら

る

ベ

.

き
か」

.i

.

s

ふ
.

問
を
發
し
、
而
し
て
此
問
に
答
.

へ.
る
こ
と
の
み
.

を
以
て
滿
.
足
し
て
居
る
や
の
觀
が
.

あ
る
。
然
れ
ば
經 

濟
.

的
原
則
.

に
關
す
る
ア
，モ
ン
，の
此
曖
帐
な
る
態
度
は
、
力
ー
‘ル
.
•
デ
ィ
ー
ル
♦

を
し
て
.

次
の
如
.

き
評
言
を
發
.

せ
し
め
.

て
展
る
0

.

0

く

「

即
ち
：
. 

喪
人
.

は
人
間
の
心
理
的
動
機
か
ら
- 

一
i

經
濟
法
則
を
杣
出
す
ベ.

き
か

•

:

將
た
或
.

は
社
會
組
織
の
形
式
.

の
.

上
に
退
却
す
f

.

か
,

一1
.

9
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.の
I

の
.
'み
が
可
能
で
あ
る
o

.

併
し
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